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申し込み・問い合わせ先

名古屋大学　予防・早期医療創成センター

URL　http://www.pme.coe.nagoya-u.ac.jp/

〒464-8603　名古屋市千種区不老町

名古屋大学赤﨑記念研究館4F

TEL・FAX：(052) 789 - 5499

E-mail: 'ＰＭＥ事務室　柴原'

kou-kyoten@post.jimu.nagoya-u.ac.jp

16:30

〜16:40
挨拶

名古屋大学 予防早期医療創成センター長
副総長・産学官連携推進本部長

松尾　清一
（まつお　せいいち）

16:40

〜17:25
講演1

高齢者の特性と健康長寿を目指す医療

名古屋大学大学院 医学系研究科 発育・加齢医学講座（地
域在宅医療学・老年科学分野）附属病院・老年内科　 教授

葛谷 雅文 
（くずや　まさふみ）

17:25

〜18:10
講演2

高齢者における身体活動量は何の指標とするべきか 

名古屋大学大学院 医学系研究科 
リハビリテーション療法学専攻　教授

山田　純生
（ やまだ　すみお ）

18:10

〜18:55
講演3

医療保険者のデータヘルスについて

厚生労働省 保険局 総務課 課長 大島　一博 氏　
（おおしま かずひろ ）

19:05

〜20:05
意見交換会 （於:ES総合館1階 シェ ･ジロー 会費2,000円　どなたでもご参加頂けます）



【予防早期医療創成センターのご案内】

Innovative Research Center for Preventive Medical Engineering

 名古屋大学では、予防早期医療に関わる広範で複合的な研究課題に対

し、医工等分野を超えた連携や産学官の連携により、融合研究に取り組

む拠点として「名古屋大学 予防早期医療創成センター」を設置致しました。

 異分野・異業種が集う研究拠点で、予防早期医療に関する新しい価値を

創造することを目的に、「健康から疾病までのシームレスなケアシステム」によ

り、「蓄積した“個人”の健康・医療情報」から「“個人”に最適な予防や早

期医療を行う」為の研究を実施しております。

 当センターでは、融合研究を刺激しより発展させるような契機として、定期

的な研究会を開催しております。どなたでもご参加頂けます。新たな情報収

集や、協働研究の契機として、多くの方のご参加をお待ちしております。

 センターに関するご質問・ご相談は、下記まで御連絡下さい。
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講演内容 会場のご案内

講演 1    高齢者の特性と健康長寿を目指す医療

名古屋大学大学院医学系研究科発育・加齢医学講座（地域在宅医療学・老年科学分野）
附属病院・老年内科 教授 葛谷 雅文　（ くずや　まさふみ ）

我が国の高齢化率は2012年には24%を越し、

75歳以上も11.9％に到達する時代となった。

なお高齢化率は進み、今後日本で人口が

増える唯一の年代は75歳以上という、とん

でもない時代が予測されている。高齢者の

疾病、症候は高齢者に特異的なものが多く、

成人とは異なる病態が存在している。超高

齢者社会の医療は健康長寿を目指すべき

であり、それを実現するには認知症、虚弱

対策が重要である。
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講演 2  高齢者における身体活動量は何の指標とするべきか  

名古屋大学大学院 医学系研究科 リハビリテーション療法学専攻

教授　山田　純生（ やまだ　すみお ）

心肺フィットネス（体力）は生活習慣病の発

症や予後に深く関連する。すなわち、同じ病

気を有する者でも体力が低い者は予後が

悪く、運動（身体活動量）不足は疾病と同

様、“治療すべき”要因とされるが、高齢者

における位置づけは明確ではない。本講演

では、高齢者における身体活動量の意義に

ついてこれまでの研究成果を踏まえて講演

したいと思う。
75歳以上の後期高齢者では、心疾患や脳血管疾患などの動脈硬化性疾患
での死亡率が高率となる。

平成23年人口動態統計，厚生労働省

本邦の年代別の死因別死亡率

脳血管疾患＋心疾患

講演 3 医療保険者のデータヘルスについて

厚生労働省 保険局 総務課 課長 大島一博　（おおしま かずひろ ）氏

レセプトや特定健診のデータ分析に基づく医

療保険者による保健事業が、日本再興戦

略、健康・医療戦略等に「データヘルス」とし

て位置づけられ、推進されることとなった。現

時点で想定される「データヘルス」の概要や

進め方について報告するとともに、企業や健

保組合にとっての意義を考えたい。
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意見交換会は、別棟（ES総合館1階　シェ・ジロー）です。

会場は、パンフレット表紙右下地図をご覧下さい
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研究会会場カンファレンスホールへは、矢印に沿って2階にお進み下さい。
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